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3月4日富山空港を富山県カンボジア王国親善協会とし

て第5回目の訪問団がカンボジアに向けて旅発ちました。 
今回の参加者は23名でしたが、福井県から6名、山口県

から1名参加していただきました。 
旅行の目的も観光、ライオンズクラブのアクテビティの調

査、技能実習生の面接とそれぞれでした。仁川空港で

の乗り継ぎは何時もの通り待ち時間5時間です。前回は

レストランでたくさんのビール瓶を空にしましたが、今回

は有料ラウンジで過ごしました。乗り継ぎの利用であれ

ば3時間食べ飲み放題で24ドルです。質量的に納得でし

たが、次回もここに立ち寄るかは未定です。今年の秋か

らANAの成田―プノンペン直行便が就航予定です。 
2年ぶりに到着したシェムリアップ国際空港はすっかりき

れいになっていました。帰国するときに利用したプノンペ

ン国際空港も来るたびに装いを新たにしており、年々イ

ンフラ整備が進んでいると感じました。 
翌5日はアンコールトム、アンコルワット、タプローム寺院、

シェムリアップの３大観光スポット巡りです。１日観光パ

スを購入するため、公園のゲートのラインに並ぶ必要が

あります。外人観光客で混雑していましたが、手際よく顔

写真入りのパスを発行してもらえました。国家予算の２

５%を観光パスの発行収入が占めると聞きました。以前

来たときには民間会社がこのゲートを管理していました。

その時の印象は大きな利権と思いましたが、最近政府

直轄になったようです。 
今回のガイドによれば以前のように大型バスが観光ス

ポットの近くまで行くことは出来なくなった。少し離れた駐

車場から歩く必要がある。５年後にはもっと規制が厳しく

なり、今回のように１日で３か所を巡ることは出来なくな

る。１日１か所になるから、今のうちにシェムリアップに来

るよう日本に帰ったら宣伝してほしいと言われました。 
6日はプノンペンへの移動日ですが、今回はカンボジア

のアンコール航空会社の中型ジェットを利用しました。カ

ンボジアの航空会社に乗り込むのは初めての経験でし

た。 

プノンペンの観光は２か所でした。最初はポル

ポト政権時の強制収容所として使用された施

設です。現在は歴史博物館として当時の非情

な統治を物語っています。ガイドの話に耳を傾

け、どうして人間はここまで狂気になれるのか、

独裁、無知、疑惑、戦争の怖さが身に染みま

した。その後王宮、銀寺を訪ねましたが、あま

りの暑さに疲れが倍加しました。 
その夜はメコン河のほとりにあるクメールレス

トランで隈丸大使、蓮沼、藤本書記官はじめ

来賓をお招きしての懇親会を催しました。CJCC
のスタッフと一緒に３年間のホームステイプロ

グラムに参加した８人の元学生にも参加して

いただき、旧交を温めました。 
プノンペンでレストランを起業するため黒部か

ら家族と一緒に移住してきた米陀さんも参加

してくれました。もうすぐ開店できるとのことで

した。 
7日は最終日で午前中に日本大使館、CJCCを
訪問しました。CJCCではホームステイプログラ

ムはカンボジアの学生にとってとても魅力の

あるプログラムであり、是非継続して欲しいと

評価していただきました。午後は経済開発特

区の協和製凾、タイワ精機を訪問しました。 
2年前の経済開発特区は用地開発が終わっ

た段階でしたが、今回は多くの企業が進出し

ておりスピード感を感じました。ミネベアの巨

大な増設工事を佐藤工業が請け負っているこ

とも知ることが出来ました。 
海外進出することは大変なご苦労があり、思

わぬリスクに愕然とすることがあると思います。

しかしそれを乗り越えていく強い意志と明確な

目標があればこそ頑張れるのではないかと拝

察いたします。皆様のご発展を祈念するととも

に、次回訪問するときの経済開発特区の変わ

りようが今から楽しみです。 
今回は天候にも恵まれ大きな混乱もなく無事

帰国することができました。 
毎回大変短い日程で参加していますが、カン

ボジアは急速に成長し変化していることを実

感します。次回はもう少しゆっくりした時間を

かけて訪問してみたいと思います。 
  
 

ホームステイ歓迎会Ｈ２７．８．２８ 

ご 挨 拶 

富山県カンボジア王国親善協会 会長 高田順一 



リー・ホックチャイ クム・カエマリー

富山県ホームステイプログラムは去年もあっ
たと知っていましたが、まだ一年生だったの
で、幾ら参加したくても、日本語の作文が書
けませんでした。ちょっと残念でしたが、頑
張って勉強したので、今は書けます。もし、
富山県に行ける機会があったら、四つの事を
主に学びたいと思っています。一番目は、富
山県の学生の勉強のし方を学びたいです。富
山県の大学はどんな大学なのか、どんな授業
があるのか、教育の制度や内容を知りたいで
す。特に、富山県の学生との交流を楽しみに
しています。　　　　　　　　　二番目は富
山県にある会社や工場や農村を見学したいで
す。特に、農村に行ってみたいです。父が農
家なので、富山県の農業に関係がある事は何
でも知りたいです。そして、父や近所の人に
日本の富山県の農業について教えてあげたい
と思います。農村に行ったら、苦労して成功
した人と話し合う機会があって、素晴らしい
ことを色々学べると期待しています。
三番目は富山県の有名な観光地に遊びに行き
たいです。去年の富山県ホームステイプログ
ラムに参加した人の報告によると、富山県に
は素晴らしい場所が多いそうです。例えば、
立山や海王丸や黒部峡谷や瑞龍寺などです。
外国人にとって、そのような所はいつでも見
ることができるわけではありません。一回
行ったら、絶対に忘れられない素敵な記念に
なると思います。
四番目は富山県の家庭でホームステイを体験
したいです。毎日どんな生活をして、どんな
習慣があるのかを知りたいです。特に、富山
県独自の文化的なイベントを自分の目で見た
いです。ホームステイの経験ができたら、日
本の事がよく学べると思います。その間、毎
日のように直接、富山県の人々と日本語が練
習できて、一緒に愉しむ事ができるでしょ
う。
富山県に行ったら、私は富山県の事について
一生懸命頑張って勉強するつもりです。それ
に、この機会に富山県の人々にカンボジアの
文化や生活を紹介したいと思っています。そ
して、帰国してから、富山県で学んだ意味を
考え、色々な経験を大学の友達や先生など周
りの人たちに伝えようと思っています。

CJCC選考
富山県で学びたいこと

CJCC選考
富山県で学びたいこと

訪日応募作文 訪日応募作文

富山県のホームステイプログラムを見て、富山
県について調べてみたら、大変興味を持つよう
になって、もっと実際に富山を見たいと思って
います。もし行けることになったら、以下のこ
とを習いたいと考えています。
農業が発展しますので富山県では農作物が盛ん
な県として知られています。富山県の米は良質
米として評価されているようです。そして富山
県は海に接しているので、漁業も盛んです。こ
れはカンボジアと比べるととても似ています。
カンボジアでは国の経済を支える産業は農業で
す。でもカンボジアの農業はまだ発展していま
せん。その上カンボジアの農作物は国内の利用
をまだ十分に支えていなくて、外国から農作物
を輸入されることもあります。それで私はどう
して富山県の農業はこんなに発展するのだろう
かと習いたいです。そしてどんな農業技術があ
りますか、カンボジアでそういうことはもうあ
るか私はとても調べたいです。そしてカンボジ
アでは漁業に関する犯罪問題はよく起きます。
そういう問題は漁業が発展している富山県はよ
くありますか。どのように解決するのだろう
か。
また富山県は日本で一番いい生活水準として知
られています。それによって富山県の生活は
きっと非常にいいでしょう。それで富山県の生
活水準はどのように生活するか、カンボジアと
比べるとどうですか。富山県へ行けたらそんな
生活を実感できます。そして私は教育に関する
問題も興味があります。富山県ではどんな問題
が起きますか。富山県の大学生と会話するとき
聞くつもりです。そのことはカンボジアの教育
状態に比べるとどうですか。解決方法はどんな
ものかとても知りたいです。
もし富山県へ行くことができたら富山県から
習ったことはカンボジアに伝えたいです。でき
たら富山県の良い点はカンボジアにもしたいで
す。私は富山県へ行けるチャンスを期待してい
ます。
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選考はCJCCに一任しております。

今年度はカンボジアで日本語を勉強している学

生３名を受け入れました。

富山ホームステイプログラムに３９名の応募
がありました。
まず、作文による書類選考で５名に絞られま
した。
その後、面接試験により３名が合格しました。

ました。
ホームステイに関しては、主にメールにてやり
とりをしながら調整しました。
CJCC側の窓口は昨年ホームステイで富山に
招待したクン・ワテイスレイレアイクさんが
担当してくれました。

リー・ホックチャーイさん　男性　２０歳
王立プノンペン大学　外国語学部日本語学科在籍
得意科目：英語・日本語の作文

*****************************************
クム・カエマリーさん　女性　１９才
日本法教育研究センター　在籍
得意科目：法律
趣味：本を読むこと

*****************************************
ラオ・センニアトさん　女性　２２才
名古屋大学カンボジア事務所　非常管理補佐
得意科目：英語
趣味：アニメを見ること

２年半前からCJCCで日本語の勉強を始まました。
CJCCでいろいろな文化のイベントがあります。例
えば、三味線のコンサートや茶道や書道がありま
す。だから、日本文化を多少知っています。日本
の伝統的な歌や踊りに興味があるので、CJCCのダ
ンスのボランティアになりました。二つの北海道
の踊り「北人」と「よさこい」を勉強しました。
私は富山県へ行くチャンスがあったら、三つのこ
とを学びたいです。一つは私は富山県の文化が知
りたいです。カンボジアで経験する日本文化と富
山文化がどう違うか知りたいです。カンボジアで
盆踊りを経験したことがあるので、富山県の盆踊
りが知りたくておわら風の盆を見たいです。さら
に、いろいろな文化をもっと知りたいです。例え
ば、食文化です。私はカンボジアで日本の食べ物
を食べたことがあります。日本の本当の味を知り
たいです。日本の食事のマナーは特別だと聞いた
から、経験してみたいです。
二つ目は、日本の生活も知りたいです。半年前に
名古屋大学カンボジア事務所で働いています。私
は日本人と働いているのに日本の企業文化をよく
わかりません。富山県へ行くとき、カンボジアか
ら来日中の研修生と会います。それで、日本の企
業文化についてインタビューしたいと思います。
私は管理補佐ですから、富山市役所を訪問し、富
山市長と面会するとき私は富山市役所の管理業務
を質問したいです。私にできることは帰国後に周
りの人と良いことを共有したいと思います。
三つ目は富山大学教育部の学生と会うことは良い
チャンスです。実は、私は大学で教育学部を卒業
しました。私は彼らとそれぞれの教育システムに
ついて話し合いたいです。日本とカンボジアの教
育システムがどう違うか知りたいです。私は英語
の先生だった自分の経験を共有したいです。それ
で、私たちは新しいことを勉強すると思います。
富山へ行くことは私に良いたくさんの経験をもら
えると思います。例えば、日本文化とか日本の生
活とかを富山から良いことを学ぶチャンスです。
それで、この良い経験を帰国後に私の将来に生か
したいと思います。

応募者数は前年の２４名から１５名も増え

趣味:日本語の本や英語の本を読むこと、サッカー

≪ホームステイ生の紹介≫

≪CJCCについて≫
カンボジア日本人材開発センター（CJCC）＜通
称日本センター＞は、日本の知識や経験を活か
してカンボジアの市場経済化を促進し、市場経
済化を担う実務人材あるいは地場の中小企業を
主たるターゲットとした産業育成を担う人材を
育成すること及びカンボジアと日本の相互理解
を深めていくことを目的として2004年に設立さ
れました。
センターの建物は日本政府の無償資金協力に
よって王立プノンペン大学（RUPP）の構内に図
書室・多目的ホール・和室・展示スペース等を
備えた建物が2005年11月に完成し、「カンボジ
アにおける人材育成と情報発信・相互理解の拠
点」として、今後ますます活発に事業が展開さ
れていきます。

CJCC選考
富山県で学びたいこと

≪ホームステイ生の選考について≫

訪日応募作文

ラオ・センニアト
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日 曜日 午前 昼食 午後
11：00　富山空港出迎え 12：30　阪神化成 13：30　阪神工場見学 リー・ホックチャーイ 升谷様宅

クム・カエマリー 中山様宅

14：30　受入れ家庭説明会 ラオ・センニアト 北尾様宅

18：00　歓迎会

富山第一ホテル

１Ｆ　コメドール　

17:00　 八尾おわら前夜祭 リー・ホックチャーイ 升谷様宅

東町 クム・カエマリー 中山様宅

ラオ・センニアト 北尾様宅

9：00　立山バス観光 立山にて弁当 16：00　阪神化成工業 リー・ホックチャーイ 升谷様宅

　東側駐車場　到着・解散 クム・カエマリー 中山様宅

ラオ・センニアト 北尾様宅

10：00 　富山市役所訪問 北日本新聞食堂 13：00　富山ガラス工房 リー・ホックチャーイ 升谷様宅

森市長 作品制作 クム・カエマリー 中山様宅

11：00　 北日本新聞訪問 ラオ・センニアト 北尾様宅

板倉社長

11：00　富山大学訪問 富山大学内 14：00　タイワ精機訪問 リー・ホックチャーイ 中村政勝様宅

人間発達科、松本教授室 あざみの 餅つき クム・カエマリー 戸田様宅

ラオ・センニアト 高田様宅

8：45 浴衣　着替え アピタ内レストラン13：30　茶道・華道体験 リー・ホックチャーイ 門前様宅

長江様宅 長江様宅 クム・カエマリー 戸田様宅

10：00　書道教室 ラオ・センニアト 高田様宅

アピタ

リー・ホックチャーイ君　 リー・ホックチャーイ 福井・前田様宅

9：00　高岸副会長とＪＲで福井へ

クム・カエマリーさん、ラオ・センニアトさん クム・カエマリー

9：00　高岡へ ラオ・センニアト

和楽庵にて浴衣を着せてもらい高岡大仏・瑞龍寺他見学、ブドウ狩り、

リー・ホックチャーイ君：福井 18：00　送別会 チンサエム 門前様宅

富山第一ホテル カウ　スレイポウ 中村欣司様宅

地下１Ｆ　白楽天　　 クン　ワテイスレインアイク 高田様宅

8：30　大泉中学運動会見学 焼きそば・お好み焼 自由時間 チンサエム 門前様宅

セントラム乗車 カウ　スレイポウ 中村欣司様宅

クン　ワテイスレインアイク 高田様宅

10：00　富山空港見送り

受入れ家庭の皆様

8/29 土

平成２７年度カンボジア王国親善協会ホームステイ日程表

平成27年8月28日（金）～9月6日（日）

ホームステイ宿泊先

8/28 金

自由時間

8/30 日

8/31 月

9/1 火

9/6 日

9/2 水

9/3 木

9/4 金

高岡・竹村様宅

越前和紙の里にて紙すき体験等

バーベキュー等

9/5 土

市役所表敬訪問・福井市立郷土歴史博物館・恐竜博物館・永平寺・

クム・カエマリーさん、ラオ・センニアトさん：高岡
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八尾の町並み、おわらの魅力を体感してもらいました

阪神化成工業会議室にてスケジュールの説明 富山第一ホテル コメドールにて歓迎会

皆さんの前でご挨拶 阪神化成工業の実習生も出席してくれました

富山県中央植物園にて中山事務局長と一緒に 八尾おわら前夜祭へ
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立山観光　あいにくの雨で景色は楽しむことはできませんでした・・・室内にて記念撮影

富山大学　人間発達科学部の学生との交流 大学の食堂にて一緒に昼食をとりました

富山市　森市長表敬訪問 当協会顧問　北日本新聞　板倉社長表敬訪問

富山ガラス工房にて作品制作 富山市ガラス美術館「キラリ」にて
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㈱タイワ精機訪問

茶道を体験 足がしびれたよ～

餅つきを体験 おもちをおいしくいただきました☆

書道教室に参加させていただきました うちわに上手に文字を書きました
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浴衣を選ばせてもらいました
9/3・9/4　クムさんとラオさんは高岡へ 高岡大仏を見に行きました

素敵な庭園で写真撮影 富山コピーさんでお迎えを待たせてもらいました

9/3・9/4　リー君は福井県へ 福井市立郷土歴史博物館

恐竜博物館を見学 紙すき体験もしました
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瑞龍寺では真剣に説明を聞きました ぶどう狩りも体験しました

大泉中学校運動会　飛び入り参加！！ セントラムにも乗りました

お好み焼きも上手に焼けました 帰国の日　たくさんの方が見送りに来てくださいました

送別会　富山第一ホテル白楽天にて スクリーンで富山での活動を振り返りました
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カンボジアでたくさんの人が日本に行きたいのに私はこのチャンスをもらって日本
の富山県に初めて来ました。本当にうれしかったです。飛行機で「富山県に着きま
した」と聞いて窓から初めて見て「こんなたくさん山があるしみどりがある県」と
いう感じです。心からすばらしい県だと思います。何でもきれいでゴミがないし静
かで私の夢みたいな所です。皆さんも優しいです。
私はいろいろなことがきょうみがあります。日本の家とか運転とか食事などです。
つまり、日本文化と生活です。家は外で小さいと思うのに広いです。好きになりま
した。もう一つは、日本人が運転するのは早いです。でも十日間全然事故が見な
かったです。日本人がちゃんと交通法を守るのはすばらしいと思います。さらに料
理もおいしいです。大切なことをまなぶには富山県が安全な県です。地震もないし
立山のおかげで台風もないし事故も少ないなどです。初めて日本医いる経験は忘れ
られない経験です。下は私の経験と感想です。●8月28日　富山に着きました。きれ
いな県です。あちこちみどりが見えます。山もたくさんあります。富山が好きにな
りました。ホストファミリーは親切です。歓迎会をしてもらって感激です。●8月29
日　お母さんお姉さんはまわりを見せてくれて嬉しかったです。夜、おわら風の盆
を見に行きました。それはいちばん見たいことです。日本に行く前からずっと一度
おわら風の盆を見たかったです。やっと見ました。すごくうれしかったです。●8月
30日　立山に行きました。でも、天気は悪くて何も見えなかったです。残念です。
少し雪を見ました。よかったです。たくさん買い物をしました。山の上、電気もあ
るしスーパーもあるし素晴らしいです。夜、三人の家族は一緒に食事をしました。
楽しかったです。　　　●8月31日　市長と会いました。北日本新聞の社長も会いま
した。そんな光栄をもらって本当にありがとうございます。ガラス工房に行って自
分のグラスを作ってうれしかった。そんな経験はカンボジアではありません。●9月
1日　富山大学に行ってMaster Courseの学生と会ってよかったです。学生の皆さん
は優しいです。富山大学を紹介してくれました。富山大学は大きくてきれいでたく
さん建物があって心地良い所です。タイワ精機に行っていろいろなことを紹介して
くれてうれしかったです。もちを作って食べておいしかったです。●9月2日　日本
文化の書道と茶道と生け花をしました。難しいですがおもしろいです。私は書道が
とても下手です。でも帰って毎日いっしょうけんめい練習するつもりです。もう一
つは私はお茶が好きになりました。おいしいです。●9月3日と4日　高岡に行きまし
た。あそこですごくうれしかったです。高岡アラートライオンズクラブの皆さんは
とても優しいです。いろいろな所を紹介してくれました。うれしかったです。温か
い歓迎をしてくれて本当にありがとうございます。高岡に行った後で高岡が興味が
あります。たくさん歴史があります。高岡をもっと知りたいです。夜、送別会でし
た。皆さんとお母さんたちとお父さんたちとさようならと言う時間です。●9月5日
大泉中学運動会を見学しました。私たちも参加しました。うれしかったです。日本
の学生はとてもいいと思います。
●9月6日　カンボジアに帰ります。
皆さんありがとうございます。私はたくさんのことを学びました。富山県カンボジ
ア王国親善協会と高岡アラートライオンズクラブとホストファミリーのおかげで今
回のホームステイは忘れられないホームステイです。本当にありがとうございまし
た。

ホームステイ学生帰国報告 クム・カエマリー

リー・ホックチャーイ

私は富山県へ来る前に日本へ来たことがありません。つまり富山県は私の日本での
初めてなんです。富山県に着いたら私にとって何でも新しいと思います。富山は田
んぼが多くてゴミもなくてとてもきれいな町だと思います。カンボジアで日本語の
授業をする時、日本についてたくさん勉強しました。でも実際に生活できません。
今は富山で日本の生活を実感できました。日本全国で富山のように生活するかどう
か私は分からないんですが、分かるのは富山での生活は最高なんです。富山市民は
みんな交通ルールを厳しく守ってとても良いと思います。そんな習慣はカンボジア
にも伝えたいと思っています。そして富山で毎日日本料理を食べて全部美味しいで
すが、私の大好きな料理はカレーライスとてんぷらなんです。
今回富山で１０日しか泊まりませんでしたが、たくさん良い思い出ができました。
富山でたくさん知識を取り入れて良い経験になります。私が阪神化成工業とタイワ
精機へ見学をして日本の技術はとても進んでいると分かるようになります。その上
北日本新聞も行きました。私は社長から新聞の良いところを詳しく説明していただ
き新聞の大切さがよく分かりました。今から新聞をもっと読むことにします。
またもし日本の文化を言うと、私が言えないくらい面白いです。富山県の伝統的な
お祭りに参加して（おわら風の盆）、書道、茶道、華道も習っていろいろな良い経
験になりました。その上、ガラス工房とガラス美術館も行きました。そこには信じ
られないくらいたくさんの素晴らしい作品が見えました。又私も富山大学へ行きま
した。そこで環境がとても良いと思います。そして私たちが富山大学生と交流して
みんなとても明るい人なんです。富山県でたくさん観光地があります。富山での有
名な観光地として立山へ行きましたがその日は天気が悪かったのでとても残念でし
た。ぜひもう一度立山へ行きたいと思っています。その上富山県の高岡市も行きま
した。そこで日本の三大大仏、高岡大仏へ連れて行ってくれました。それに神社も
行きました。これは私にとって新しいことで、いろいろな勉強になってとても面白
かったです。日本の富山県でいろいろな良い経験があって、そういう経験はカンボ
ジアに伝えるつもりです。日本とカンボジアの友好関係を密接にするために私たち
から始まると思います。

ラオ・センニアト

富山県でのホームステイは十日間に渡るもの
でした。少し短かったですが、私は色々な素
晴らしいことを体験できました。一番目は富
山県の市長と福井県の市長に会う機会があっ
たことです。そのような偉い方に会えること
ができて、よかったなと思います。
二番目は富山県にある有名な会社を見学した
事です。例えば北日本新聞やタイワ精機や阪
神化成工業などです。北日本新聞の社長とお
話しをした時に、新聞を読むことは生活の中
で大事なことと言う意味が分かりました。そ
して、タイワ精機で餅つきを体験しました。
更に、阪神化成工業では容器の工場を見学し
て、人はあまりいなくて機械だけで工場を動
かしている事に驚きました。
三番目は富山県にある著名な観光地へ遊びに
行った事です。例えば、涼しい風が吹いてい
る富山県中央植物園や富山県の中で一番高い
山である立山やきれいなガラスの記念品を作
る事ができる富山県ガラス工房などです。し
かし、立山へ行くことはできましたが、天気
が悪くて何も見えませんでした。ですから、
絶対にまた富山県に来て、立山のきれいな景
色を見たいと思います。
四番目は富山県の料理やお水や米などを味わ
えました。味は最高です。
五番目は富山大学の食堂や図書館を見学した
事です。そして、富山大学の学生と楽しく交
流しました。富山大学の学生たちの生活とカ
ンボジアの学生たちの生活について言い合っ
たり、将来はどんな仕事をしたいか、どうし
てその仕事をしたいのかについてもお話をし
ました。すごく楽しかったです。　六番目は
富山県に来て、新幹線に乗れるチャンスをも
らった事です。ですから、新幹線で富山県か
ら福井県まで行く事ができて、私は非常に嬉
しかったです。しかし、もっと嬉しい事は、
福井県にある色々な有名な場所に行けまし
た。例えば、永平寺や恐竜博物館やパピルス
館などです。永平寺はでかくて、景色もすご
くきれいでした。そして日本の中で福井しか
ない恐竜博物館で色々な素晴らしい恐竜の骨
がゆっくり見られました。
七番目は一日の中の小さな事ですが、一番忘
れられない素敵な事です。それはホストファ
ミリーの家に泊まる事や一緒に食事をする事
や一緒にテレビを見ながら色々なお話をし
て、幸せだと感じました。ホストファミリー
と毎日色々な所へ私達を迎えて行ってくれる
方々に本当に感謝しています。そして皆様が
私の家族のように色々なお世話をしてくれま
した。ですから、私は皆様の事をずっと覚え
ています。皆様も私の事を忘れないでくださ
い。いつかまたお会いしましょう。
日本に来る夢が叶いました。今は新しい夢を
持っています。それは日本に留学して、また
皆様にお会いする事です。富山県に十日間い
た間、忘れられない素敵な記念がたくさん残
りました。ですがら、私は楽しく帰国できる
と思います。
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はじめまして、わたしのなまえはローンパ
リーです。ことしは２３さいです。カンボジ
アからきました。日本にきてからほんとうに
うれしかったです。りゆうはくうこうからう
ちまでみちのまわりがきれいだし、みちはご
みもなくてきれいです。でも日本についたと
き私ははじめてかぞくとわかれるのでちょっ
とさびしい気持ちがあります。けど、寮でせ
んぱいたち、カンボジア人と中国人はいつも
私がわからないことはおしえたりてつだった
りおはなししたりします。しごとははじめて
でじぶんのけんさしたせいひんをしんぱいし
ます。日本人とはたらくときやさしくてしん
せつなひとです。さんねんかんのあいだに日
本語としごともできるようになるようにもっ
とかんばっていきます。これからどうぞよろ
しくおねがいします。

はじめまして、私のなまえはトーンマリーと
もうします。ことしは２５さいです。カンボ
ジアからきました。とやまけんはきれいなと
ころです。かいしゃのひとはしんせつです。
私のくにはさくらがないのでだからさくらを
みたいです。はんしんかせいでしごとをする
とたのしいです。にほんごは私すこしわかり
ます。そしてまいにち私がんばってにほんご
をべんきょうします。これからおせわになり
ます。どうぞよろしくおねがいします。

キム・ダリス

はじめまして、私はダリスともうします。２
５さいです。カンボジアからきました。日本
にきてからうれしかったです。日本はきれい
なくにでいいけいざいです。とくに日本でさ
くらのはなはいちばんきれいであるばかりで
はなくかおりもします。日本人はだいたいし
んせつなひとがおおいです。それでわたしは
にほんがすきです。さんねんかんのあいだに
もっと日本ごをべんきょうしてしごともがん
ばっています。これからどうぞよろしくおね
がいします。

ナク・パッラ

こんにちは、私の名前はナクパッラともうし
ます。カンボジアからきました。日本にこら
れてとてもうれしかったです。日本人はやさ
しくてしんせつです。日本人のしゅかんもい
いです。私はきもののふくがだいすきです。
はじめてゆきをみましたから、ともだちとあ
そんでたのしかったです。私はさくらをみた
ことがないのでさくらをさくとき、ほんとう
にみたいです。日本にきてしごとができるだ
けではなく日本語をべんきょうすることがで
きます。だから、３ねんかんいっしょうけん
めいがんばってしごとをします。カンボジア
へかえってから日本でいいけいけんをもらう
と自分の国をやります。これからどうぞよろ
しくお願いします。

カンボジアからの阪神化成工業　第５期実習生 出身地：カンボジア王国

富山大好き頑張り記！！ 2015年10月3日入国

ローン・パリー トーン・マリー

※原文のまま転記してあります。 
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福井支部　前田　英治ホームステイの受け入れをして
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2015年9月3日,4日の2日間 カンボジア留学生

が福井にホームステイ 
  
富山県カンボジア王国親善協会 
福井支部の留学生受入事業 
  
9月3日(木)福井に、富山県カンボジア王国親

善協会の招きで訪れている、カンボジア留学生

が来福。334-D地区名誉顧問 高岸和男ライオ

ンと共に、福井イーストライオンズクラブの9月
度例会に参加して頂きました。 
 
例会の中ではクラブ員との交流もはかることが

でき、とても有意義なひとときになりました。 
留学生は9月3日(木)、4日(金)の2日間、福井に

ホームステイされ、福井の観光地を訪れたり、

福井の食を味わったり、越前和紙の紙漉き体

験をしました。 
 
〇1日目 福井市役所へ東村市長を表敬訪問 
例会後、福井イーストL.C.がホストを務める富

山県カンボジア王国親善協会 福井支部の留

学生受入事業の一環で、留学生とともに福井

市役所へ出向き、東村市長に表敬訪問させて

いただきました。 
東村市長からは「この福井で多くのものを感じ

て、思い出を作ってほしい」とご挨拶ほか、お言

葉を賜りました。 
その後、名勝・養浩館、そして郷土歴史博物館

を訪れ、福井の歴史などについてカンボジア留

学生とともに学びました。 
  
〇福井の美味しい料理を囲んで懇親会 
夜は福井市内の居酒屋で、クラブ員とともに食

事をしました。新鮮な刺身や油揚げをはじめ福

井ならではの食を楽しみながら、カンボジアの

ことや将来の夢についてなど、いろいろな話に

花が咲き、大変盛り上がりました。 
 
この日の夜は前田会長宅にホームステイしま

した。  
 
 

〇2日目は福井県内を観光 
ホームステイ2日目は、福井のさまざま

な観光地を巡りました。まずは、勝山の

福井県恐竜博物館を訪ね、恐竜の複

製や化石、恐竜の歴史などを見て回り

ました。その恐竜の大きさに、留学生は

びっくり！そして大昔にこんな生き物が

いたことに感動していました。 
 
食事のあとは、曹洞宗大本山 永平寺

を尋ねました。今から約770年前に道元

禅師によって開かれた永平寺の山門、

仏殿、法堂をはじめ、境内の建物を見

学。木造りのその厳格な雰囲気に留学

生はもとより、同行したクラブ員も圧倒

されていました。 
 
  お昼からは、福井市の一乗谷朝倉氏

遺跡を訪れ、唐門の前記念撮影。戦国

大名・朝倉孝景から5代103年にわたり

越前を支配した朝倉氏。義景が住んだ

館跡や館跡庭園などで当時の繁栄を

偲びました。 
 
その後、少し足をのばし今立町へ。和

紙の里で和紙づくりを体験して頂きまし

た。手ほどきをいただきながら、和紙の

制作工程を回り、留学生とクラブ員

共々、自分でデザインした和紙をお持

ち帰り。今回はハガキサイズの和紙づ

くりにチャレンジしましたが、今作ってす

ぐに出来るなんて！？と、驚いた様子

でした。 
 
 



㈲舛谷解体工業
ホームステイの受け入れをして

舛谷　専一
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〇富山での送別会 
夕方より、富山県カンボジア王国親善協会のカンボジ

ア留学生、送別会に参加するため、一同富山へ向か

いました。送別会では、他の留学生共々、富山と福井

での体験を発表し、感慨を深めていました。留学生は

富山と福井で出会った皆様に感謝の気持ちを込め、

ここで過ごした日々を振り返りご挨拶。この経験を生

かしたいと語っていました。 
 
  ○2日間を振り返って 
今回の事業は、福井イーストL.C.がホストを務める富

山県カンボジア王国親善協会 福井支部の留学生受

入での事業でしたが、クラブにとっても留学生のホー

ムステイは初めての経験でしたので、当初不安もあり

ました。ただ、実際におこなって・・・留学生と交流を深

めることができ、日本そして福井の良さを少しはア

ピールできたのではと、思っております。また、私たち

もカンボジアという国に興味を持ち、知るにはよい機

会だったと考えています。これからも各国の人たちと

交流ができると、いろんな意味で親善にもつながり、

大きな社会貢献につながると思うので、積極的に取り

組んでいきたいです。 
  
2017年3月6日,カンボジアでの再会 
  ○富山県カンボジア王国親善協会の方々とカンボジ

アへ 
 今年の3月に富山県カンボジア王国親善協会の

方々とカンボジアへ行った際に、留学生と再会。夕食

を共にし、またいろんな話をしました。福井にホームス

テイしたときに、「夢は大使になること」と語っていた彼

は、昨年より・・・少したくましさを感じました。ぜひ、夢

に向かってこれからも頑張って欲しいと思います。 
  

 
 

平成26年と平成27年に、ホストファミリーとして

ホームステイ生を受け入れさせて頂きました。 
二人の男子学生が共に大変上手な日本語を

話していたのが、非常に驚きでした。まだ２０代

の彼らは、きっと多くの時間を費やし大変な努

力をしたのだと思います。話を聞いてみると、Γ
日本語を覚える為に１日に何時間も勉強して

いる。」と教えてくれました。又、日本の事を大

変よく勉強していて、文化や行事についても詳

しく知っていました。彼らはきっと日本について

大変興味を持っているのだろうなと感じました。

もしかしたら、日本で生まれ育った私たちよりも

海外で育った彼らの方が日本や富山の良さが

ちゃんと見えているのかも・・・。自分達はこの

豊かな自然や住みよい暮らしに慣れてしまい、

日々の生活の中で忘れていた郷土愛のような

ものを、彼らが思い出させてくれたように思い

ます。 
 また、日本文化を伝えるために多くの企業・

施設・観光地を彼らと共に訪問させて頂きまし

た。どこへ行っても彼らには、新しい発見や驚

きの連続だったようで、家に帰ってきてからも

色々な質問をされました。日本の食文化にも興

味があるようで、カンボジアではあまり食べるこ

とのない刺身や寿司などにもチャレンジして食

べていました。 
 限られた日数ではありましたが、彼らにとって

も有意義なホームステイとなったのではないか

と思います。同様にホストファミリーの私にとっ

ても、カンボジアの学生達と深く交流できる良

い機会となりました。このような機会を与えて頂

き大変感謝しております。 
 今後も富山県とカンボジアの交流や友情が

長く続く事を願っております。 
 



カンボジア訪問団に参加して
鷲塚　尚志
菱越電機㈱

カンボジア訪問団に参加して
阪神化成工業㈱

門前　昌志
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第５回カンボジア訪問団に参加させて頂きました。 
カンボジアへの訪問は、２０１１年２月のカンボジ

ア日本語学校の視察と技能実習生の面接を初

め、所属ライオンズクラブのアクティビティ「カン

ボジアの子供達へランドセルを贈る事業」の贈呈

式での訪問も含めて、今回で６度目の訪問にな

りました。 
おかげさまで、会社の技能実習生の受け入れも

順調に進めさせていただき、現在１８名の実習生

が各工場（富山、岡山、茨城）で元気で働いてい

ます。卒業生も８名いますが、その中の２人は、

現地指導員（通訳）として何度も訪日し、実習生

指導に活躍しています。本当に感謝しています。 
さて、本協会と、ＣＪＣＣ（カンボジア日本人材開

発センター）とで計画されたホームステイ事業で、

2014年にサエム君（Chin Saem／写真右）、2015
年にチャイ君(Ly Hokcchay／写真左)と二年続け

て、我が家でショートステイのお世話をさせて頂

きました。 
二人とも本当に真面目で、家族思いで、家事な

ども積極的に手伝っていただきました。帰国後も

「おじいちゃん、おばあちゃん、おかあさんは元

気ですか？」「おねえさん、知宏君（二男）に会い

たいです！」と、ラインやeメールで子供達と情報

交換していますので、いまでも、我が子の様にお

付き合いしています。 
今回の訪問は、協会の計らいで、ホームステイ

の皆さんとの交流会が開催されました。写真は

その時に撮影しました。おかげさまで二人に会う

事が出来ましたが、一段と大人になり、目標を

もって日本語の勉強を続けている姿には、本当

に感心致します。これからも、カンボジアと日本

の親善大使として活躍してほしいと願っています。

そして息子達に再会させて頂いた、協会関係者

の皆さんに感謝申し上げます。 
 

平成２８年３月４日から３月８日まで５回目のカン

ボジア王国の視察に参加した。 
普段我々の頭にはカンボジアと言えば観光のア

ンコールワットが想い浮かぶ。 
位置的にも概略は理解していたが今回歴史も知

ることになりいろんなことが勉強になった。 
  
カンボジアは貧しいイメージがあったが、とっても

明るく元気な国に感じられた。 
日本は平均年齢が４０歳半ばであるがカンボジ

アは２３歳と若さにあふれる国でした。 
シェリムアップは観光地ですが、田舎と言う感じ

でアンコールワットが４５ｍで一番高い建造物と

の事でしたが年間４５０万人の観光客がおとずれ

るとの事で観光収入を思わず計算してしまいまし

た。首都プノンペンはビルも有り都市部と言う雰

囲気を感じました。 
  
しかしながら所々に内戦の傷跡が感じられ今で

も数百万個の地雷が埋まっているとの事で 
まだまだ忘れられない現状です。さらに交通に関

しては渋滞もさることながら交通事故が 
多いとの事で日本では考えられませんが今年よ

うやくバイクのヘルメット着用と飲酒運転の禁止

が施行されたということで驚きでした。 
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今回は遺跡を見学させて頂いた後、日本大使館表敬訪

問、カンボジア日本人材開発センター（ＣＪＣＣ）見学、さ

らに現地日本法人の協和製凾㈱殿、㈱タイワ精機殿の

工場視察をさせて頂き、カンボジアの現況と労働に関す

るお話を拝聴出来たことは大きな収穫であった。 
  
晩餐会に於いては駐カンボジア王国の隈丸大使やＣＪＣ

Ｃの職員、日本で研修したカンボジアの元生徒さんを招

いて終始笑顔の中、楽しいひと時を過ごしました。 
  
活気あふれる都市部、観光地、まだまだ未開発のインフ

ラ及び教育ではあるがカンボジアは自力で立ち上がろう

とする勢いを感じとることが出来、今後どのように発展す

るのか楽しみなのと、微力ながら少しでも力になりたいと

思わせる視察会でした。 
                                  

 
 

在カンボジア大使館 隈丸優次大使 

ホームステイの学生たちとの再会 
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H27.　4.　6 阪神化成工業会議室に於いて、理事会を開催。

第８回定時総会について協議。

5.　24 ANAクラウンプラザホテル富山に於いて、第８回定時総会開催。
総会終了後、富山テレビ放送　報道部ディレクター　青島真広様に
「取材を通して感じたカンボジア」との演題でスピーチをいただく。
引き続き、懇親パーティを開催し、会員同士の懇親を深める。

7.　22 阪神化成工業会議室に於いて、理事会を開催。
ホームステイ受け入れ事業について協議。

8.　28 恒例により、「当協会のホームステイ受け入れ事業」にカンボジア
～ 日本人材開発センターから派遣された３名の学生さん達が富山に滞在する。

9.　6 会員の各家庭に宿泊し、交流を深める。

10.　7 阪神化成工業会議室に於いて、理事会を開催。
カンボジア訪問について協議。

11.　8 富山駅自由通路、CICビルで行われた国際交流フェスティバルに参加し、
カンボジアのPRをする。

11.　9 恒例により、在日本カンボジア王国大使館へカンボジア独立記念日の
広告協賛をする。

H28.　3.　3 阪神化成工業会議室に於いて、理事会を開催。
第９回総会でのカンボジア大使招請について協議。

3.　4 ３泊５日の日程で会員２３名がカンボジア王国を訪問する。
～ 在カンボジア日本大使館、カンボジア日本人材開発センターを訪問する。

3.　8 最後の夜の夕食会では、隈丸大使及び大使館職員の方々の出席も
いただきました。
また、ホームステイ生達の出席もあり、思い出話に花を咲かせ、
楽しく過ごすことができました。

3.　21 高田会長、事務局カンボジア王国大使館を訪問。
チア大使に当協会晩餐会へのご出席を申し上げる。
当協会晩餐会へのご出席についてご快諾いただく。

平成２７年度事業報告
　　　　（平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日）

【編集後記】   
今回の会報はホームステイ事業のホストファミリーとカンボジア訪問団の参加者にご寄稿いただき、

カンボジアの学生の様子や現在のカンボジアについて皆さまに伝わるものになったと思います。ご

協力いただきました方々に深く感謝申し上げます。 
今後もわかりやすく情報を発信していければと思います。今年度もよろしくお願いいたします。 
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